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集落営農参加に関する農家の意思決定要菌分析

林 皮切(岡山大学大学院環境学研究科)

数回井 久(岡山大学大学混環境学研究科)

佐藤議信(岡山大学)

Analyzing Factors Influencing Farmers' Decision on Participation in 

Community-Based Group Farming 

Tatsuaki Hayashi (Graduate School of Environmental Science， Okayama University) 

Hisashi Datai (Graduate School of Environmental Science， Okayama University) 

Toyonobu Satoh (Okayama University) 

Recent agricultural policies have largely been 

community-based. A farmer in a community has two 

roles: (1) as an individual and (2) as a member of a 

social group. 

In order to promote community-based agricultural 

policies， it is necessary to clarify the relationship 

between a farmers' decision-making process and 

these two roles. 

This study examines the case of farmers' partici“ 

pation in community嶋basedgroup farming. 

Farmers decide to participate in community働based

group farming on the basis of their subjective evalu-

f研究の課題と目的

わが医!の農業生産活動は，t長i答を単位として実施

されている.そのため，近年の民業政策も，中111問

地域等直接支払制度をはじめ，集務単位で実施され

るケースが多くある.集落内における民家には，①

農業経営・家計の主体である rj留としての民家J，
②集落という集団内の「社会組織の一員としての農

の2つの側聞がある.Al:家は，この2つの側

面に対する影響を主観的に評価して意思決定を行っ

ていると考えられる.集落単位で実施される政策の

効率的な推進のためには， このような個別段家の立

思決定を十分に考慮する必要がある.

これまで、の段家の意思決定に関する研究は，農業

経営・家計の主体である rf悶としての農家jについ
ての研究が中心であり円「社会組織の一員として
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ation of experience gained by participating in such 

actlVltles. 

We classified the experiences that farmers gained 

by participating in community-based group farming 

and measured the farmers' subjective evaluation of 

each expenence. 

We clarified the differences in the subjective 

evaluations by individual attributes or community 

conditions. 

Furthermore， we examined policies that could be 

effective in facilitating the formation of groups for 

community-based group farming. 

の民家jの側面を考慮した定設的な分析は十分に行

われていない.

本研究では，集落営民総織への参加を事例として

農家の意思決定要自分析を行った.個別段家による

集落営民組織への参)mの意思決定は i長務営民組織

に参加することで自身が受けるメリット・デメリッ

ト(以下， :uミ?答営農組織参加iによる影響)に対する

主観的評価に基づいて行われると考えられる.

そこで，本研究では，1)集落営農組織参加によ

る影響の整理， 2)各影響の主観的評価の定食的計

測さと行ったーそして，個人尿処:・集務条件による各

影響の主観的評価の主主奥を切らかIこすることで，集

務営J兵組織化促進に向けた対策を考察した
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2.対象組織の概要

本研究では• fi{;f山県の中IJlf打j地獄に位置する真庭

rli湯!浜地区K':日民組合と新見I!i哲多地区N営民組
合を対象として分析を行った. I('1ヨfA組合は，組合

員数 16名， cjミlこ共問機械による水稲の収穫作業受

託を行っている作業受託型組織 N'&;民組合は，総

合員数 14名，水稲の機械共同利jfJlí~組織である目

!11il'tJ!;良組合とも，組織の規模，活動内容(機械の共

同化，共同防除等)は類似している 一方、民地条

件では， K 'lli' J.!1組合 (9a/ 0.5 ha/戸)と N/8')~

組合 (20a/筆， 1.1 ha/戸)とでは差興が見られる.

3.調査の概要

本研究では，集洛常llS組織に参加lしている民家の

経常1:を対象として分析を行った 出家が集滞日ι2
#:[l織への参加を検討する擦には，参加lによるメリッ

ト・テ、メリットの比絞を行うと考えられる そこで，

11泣き取り調査によって倒耳目民家への集務営改組織参

加!による影;よ4;'(メワット・デメリット)を項目ごと

に禁煙した その後，アンケー卜淵資を実)Jttiし集

落営民組織参加lによって([，lij々 の出家が受け、る影?その

大きさをJ投測した. さらに， コンジョイント分析を

適HJすることで集務営民組織参加lによる拶子11と尖|奈

の参加の必:忠決定との|対係を切らかにした.

アンケート調査は， 2009"ド6)J (K'自民組合)， 7 

)J (N常113組合)に尖施し，K))i;!1ミ組合 12名， N常

民組合615の問答をmた アンケートは，J)俗l人絹
1'1:に関する項目， 2)集務?止法組織参JJIIによる影枠に

関する明日司 :3) 各2与すN，~の主観的評lillíを計 iJllJするため

のコンジョイント分析にj対する.IJi[j ，でt!'rJ来した
問答者のJ;'iW!:(土，去 lに示すとおりである.およ

そ半数が集Is.営民組織の役員を務めている.

表 1. アンケート回答者の属性

項目 カテコリー Jl ハァ。ノ

性別
ヲJj!}: 16 88.9 

よ(t士 2 11.1 

役1ft/<
お (j交政) 8 .j.L-l 

J!lf: (組合員) 10 53.6 

50 ~茂代以下 :ぅ 16.7 

年!i治 60 N~代 8 .j-lA 

70歳代 【J 38.9 
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4. 集落営農組織参加による影響の整理

集落営民組級に参加している良家に対する11Hき取

りiiI，~j!f.から，集洛常民組織参加lによる影響を絵理し

た.さらに，それらの彩持を，個別j良家が，①「似

としての民家jとして直談拶符を受けるもの(以下，

「山法的な影響J) と，② I:;:t会組織の一員jである
ために間接的に;;ヨ狩を受けるもの(以下， n旬以:的
な影響J) の2律知に分組した(表 2) ①「直接的

な彩は，個別に'@;J1:1:を継続する場合と比較して

の「民主主所得のLtIiJflJ，I民業労働時!日jのi-trli成j，及

ひ、集落1守;民組織の運営にj対する寄合や研修，視祭等

がi対えることによる「時間的負犯の噌方([Jである.

ーブrJ，③ rlIJJ接的な I土， ilU&内の I~l 身の民地

以外の~):也保全効果や集務内出家の)!li;~g:~1さの能成効

果等の「集務全体への効果jである.なお，調資対

象とした2つの'自民組合において集務営12組織参加i
による影響tこ子三兆は見られなかった

さらにアンケート調査から， fA家 1戸当たりの

表 2. 集落営農組織参加による影響

ttノノ 勾~!::~: 11-1 字予

I21長所得の 個別には肢を続けるj訪合と比絞し

M!Jn ての2233所得のWI1JfI

f(J:J友hヲE;.:，;'{け'j(fifJ {間百IHこ'~E!~をあiける勾fT と比較し
チ人J入‘ 口力}3 ~!.T 1I.'fII¥Jの11'1減 ての民業労働時間!の1i1i波

11年間的{'(犯 t1ii存;立政組織の述'l;j'に閲する苦fft
のi判}JII や研修.t見祭等のWIIJIl

!日l:I主的 法務全体へ 集洛l人jの自身以外の民地の保全効
手lふ、 ;j0~P;! の効果 !l~ゃj釘i; 感の滋!災効果

表 3. 農家1戸当たりの各影響の大きさ

tLとぺ中jγ K営E;.:，m合 N営民組合

I23長所得の 。~ +15万l'J /年 o ~ +45 7J fCJ / "ド
J('I!JI1 〈十4ヌ71'J/ ir-> く+207-;I'J / "F-> 

g'r~9jHih -6 ~十3011寺院i]/"1 -28 ~ 0 lI!fll¥j /年

11与!日!のWJi成 く+21I!}jLi] /-;ド〉 く-1711年II¥J/ゴド〉

11寺|詰](1')負担i 。~ 6llil/年 。~ 101囚/Ojo 

のWiJJII (2.5凶/"Ie) く1.7回/olo) 

集ィ客全体へ 1111也保全 2.08 民地保全 1.83 
の効果 迎~1;:~~訟!茨 2.08 述?i;総首長!ぷ1.67

il:: < )内は平均fíi在、「集法全体への効!l~J (土「自身以外

の民地の1!iJ:全:<古来Jと「説話/)'1のj聖者JFぷの滋rN.効:l/U
についての4段階 (0~ 3) ~'f'lil日の、下均点を示寸.
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各影響の大きさを試算した(表3). 直接的な影響で

ある「農業所得の増加J，r農業労働時間の増減jに
ついては，その大きさが間営農組合で奥なり， K営

農組合と比較してN営農組合で大きくなっているお.

一方，間接的な影響である「集落全体の効果jは，

N営農組合と比較してK営農組合で高くなっている.

5.各影響の主観的評価の計測

各影響と集落営良組織への参加の意思決定との関

係を明らかtこするため，各影響の主観的評価の計測

を行った.分析には，各要因の籾対的な重要度の計

測が可能なコンジョイント分析を適用したお，

(1)コンジョイント分析の機婆

集落営農組織への参加を検討する擦には，集落営

農組織参加による影響のほか，集落内の他の農家の

動向も関係すると考えられるの.そこで，集落営農

組織参加による影響の 4項目に，集洛内農家の築港

償良組織への参加割合(以下， r fl也の農家の参加割
合j)めな加えた計5つの要因をコンジョイント分

析の属性として用いた.各属性の水準は，表4に示

すとおりである 6) これらの属性・水準を用いて直

交計掛から 18枚のプロファイル・カードを作成し，

f参加するJ• r参加しないJの2段階の評定方式に
よるコンジョイント分析を行った.具体的には，個

人単位での分析を行うため，農家ごとに 18枚のプ

ロファイル・カードを提示し，各カードの評価をも

とに，各要国の相対重要度を表す係数の推計をど行っ

た.なお， コンジョイント分析にはSPSSfor 

表4. 属性及び水準

服役 水準

Kl詰'燦組合
後業所得の

変化なし・ 577門増・ 10万円増
地加(年間

N1言及組合:
1戸当たり)

変化なし・ 25万円増・ 50万円増

農業労働
変化なし・変化あり(現状と向等)

待問の増減

待問的負担 i変化なし・変化あり(現状と同等)
の増加

:l*i答全体へ |効果なし・効梁あっ(現状と向等)
の効果

f患の農家の 11/4・1/2・3/4
参加割合

( 65 ) 

WindowsのConjointオプションを使用した.

(2)計測方法

コンジョイント分析の結巣から， 5%水準で有意

な係数のみを選択し，各婆閤の1)部分効用係数， 2) 

単位当たりの評価額， 3)参加の意思決定における

相対重姿度，を算出した.

1)部分効用係数

各要閣の部分効用係数は，各要砲と回答者の評価

との間に線形関係を仮定し， r農業労働時間の増減j，
「時間的負担の増加Jについては， r変化ありJ水準
の部分効用{践を，現状の水準の試算値で除すことで

推計した.

2)単位当たりの評価額

各要国の単位当たりの評価額は，各喜さ国単位当た

りと無差別な所得増加額として，各姿自の部分効用

係数を f農業所得のif立加」の部分効用係数で除すこ

とで算出した.

3)参加の意思決定における相対重要度

要悶ごとの効用の絶対{疫の総和に占める各要因の

割合を，集落営農組織への参加!の窓思決定における

各姿砲の相対重要度とした 各要国の効用は，部分

効用係数に現状の水準の試算{直言ど乗ずることで算出

した

(3)分析結果

分析結巣は，回答者全体，個人属性別，営農組合

lJljに平均値を算出し， J:七絞を行った η.

1)部分効用係数

各要因の部分効用係数の推計結果は，表5に示す

とおりである.

推計結果の係数の符合をみると， r農業所得の増
加【1万円増加]J， r農業労働時間の増減 [1時間減
少lJ， r集落全体への効果[効来ありlJ， r他の農家
の参加割合 [1割】jは有志;に正であり，いずれも

期待される符号条件を満たしている.ただし， r農
業労働時間の増減【1時間減少】jiこ関しては， 5% 

水準で有意なサンプルカ'1名のみであったため，以

後の分析からは除外した また， r持間的負担の増
加{寄会等 l@]増加むについては，有意な係数を

得ることができなかった.

2)単位当たりの評価額

各要因の単位当たりの評価額は，表6に示すとお

りである.

まず，個人民性別にみると，役員は「集落全体へ
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の効果」を約 20万円と高く評価している. r他の良 3)参加の意思決定における相対重要度

家の参加割合[1割むについては， 60歳代以下で 各要悶の相対重要度は，表?に示すとおりである.

評価がやや低いが， 70歳代以上では約 65万円/割 全体の傾向をみると， r f也の民家の参加割合jの
と非常に高い評価である。 重要度が最も高く，次いで「民業所得の増加IJと「集

次に，営民組合加にみると， K営良組合では「集 落全体への効果」の重要度が高い.特に「他の民家

落全体への効来」が評価されている. r他の民家の参 の参加割合Jvこ閲しては，個人属性別・営民組合5JIJ

加割合J は， N 営段組合で特に~l'iillîが高くなっている. のいずれにおいても，参加決定の設大の要因であり，

表 5.部分効用係数の推計結果

役可決の有無 年齢 '@;t:ミ組合
全体

役只 総合只 60歳代以下 70歳代以上 K営lti組合 N営e1組合

R!k，*r!rt専の地力11 0.0111 0.0080 0.0136 0.0168 0.0022 0.0140 0.0053 

七万円士首加] (n=5) (η=]) (n=4) (1/=4) (n需]) (η=3) (1/=2) 

J;主主主労働11寺山!の椴i戒 0.0005 0.0012 0.0014 0.0016 

[J 時間減少} (11=]) (1/=]) (11=]) (11=]) 

時間的負担の上曽加

{官f合等 l団地力日]

集i答全体への効果 0.0903 0.1563 0.0375 0.1136 0.0536 0.1354 

{裁j泉あり] (1/=4) (11=3) (n=1) (n出 3) (n=l) (n=4) 

他の52家の参加l割合 0.1434 0.1205 0.1618 0.1438 0.1429 0.1545 0.1212 

[J tm (11口16) (1/ロ7) (1/=9) (1/=10) (n口6) (n=1 ]) (1/=5) 

回答者数 18 8 10 11 7 12 6 

j支・ 11の(ぬは.5%水準で有JJ:な係数を得られたサンプノレ数を示している
空間の演目に犯しては， 5%水準で有JJ:な係数をfぜることができなかった

表 6. 各要因単位当たりの評価額(万円)

役職の有無 年齢 営民組合
全体

役員 組合良 60歳代以下 70級代以上 K営E;J;組合 N営民組合

~~在全体への効梨 8.13 19.64 2.75 6.77 24.26 9.66 

{完b采あり] (n=4) (1/=3) (日=j) (n=コ3) (1l=]) (11=4) 

他の民家の参加害IJ合 12.91 15.14 11.87 8.57 64.71 11.03 22.86 

[J答IJ] (n=16) (1/口7) (11=9) (1/=10) (1l=6) (11=11) (1l=5) 

表 7. 各要霞の平均相対重要度

役職の有無 年l1i合 営政組合
全体

役員 組合員 60歳代以下 70歳代以上 Kィヨ;J;:ミ組合 N'，当民組合

民主主所得の取加
0.0746 0.0378 0.1041 0.0312 0.1429 0.0286 0.1667 
(1/=5) (1/=]) (n=4) (η=4) (1/=]) (1/口3) (1/=2) 

uミ沼会体への効泉 0.0795 0.1554 0.0187 0.1053 0.0390 0.1192 

(1/=4) (η=3) (n=1) (1/=3) (η=]) (11=4) 

他のe:J:~交の参加答IJ合
0.8318 0.7752 0.8771 0.8635 0.7821 0.8522 0.7912 
(n=16) (11=7) (1/=9) (1l=10.l (1/=6) (η=11) (1/口5)

(66 ) 
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5つの要閣のうち約8部を占めている

館入居性別では， I {:也の良家の参加都合Jの次に

重要度が高い喜空間は，役員では「集落全体への効果j，

組合員では f農業所得の増加」であった

営段組合別では， K営農組合では「集務全体への

効果Jの重姿度が渇く， N営良組合では「農業所得

の増加jの重要度が高い.

6. 結論

個人属性別の意思決定要因の分析では，役員は「集

務全体;への効果j，役職についていない組合員は「農

業所得の増力引をそれぞれ 11mの農家の参加割合」

の次に重要視している.集務営農組織の設立までは，

主に役員が行動する段階と集洛の住民全体が参加す

る段階に分けられるお したがって，役員が行動す

る段階では「集落全体への効果ム集務の住民全体

が参加する段措では「農業所得の増加j'1:'集落営農

の効果として提示することで組織化促進につながる

と考えられる.

2つの営農総合を比較すると， K営農組合では，

直接的な影響よりも「集落全体への効果Jを重要視

しており，一方， N営民組合では，直接的な影響で

ある「農業所得の地方引を重要視している. このよ

うに，同じ中山部地域に位置する集落においても，

集落によって意思決定要因は大きく異なるためへ

集落営農組織化の際には集落の状況に応じた対策を

講じる必袈がある.

集落内の「他の農家の参加都合Jが集落営農綴織

への参加決定の最大の要因であった. したがって，

個人属性や集洛条件に応じた対策を講じることで，

集務内農家の参加割合が高まれば， f自の良家の集務

営農組織への参加を促進することが可能となる.

注])例えば，文献[J].

2) K営及組合で段業労働時i簡が増加しているのは，

?当'皮総合設立以前は]A~こ委託していた作業をオベ

レーターが行っているためて、ある 全体では労働

時間がi努力目しているが，作業は一部の段雪互に集中

( 67) 

しているため，大部分の民家の労働時間は減少し

ている.

3) 各属性の相対的な愛婆度を計測する分析手法とし

ては実主主主選択モデノレに基づく選択実験もある. し

かし本稿においては農家ごとに分析に用いる水

準が異なるため，個人単位に計泌を行う必要があっ

た.そのため， コンジョイント分析を採用した

4) 集落内~家の多くカ1参加する組織に参加しない場

合，あるいは1義務内農家がほとんど参加しない組

織に参加する場合には， iiE落内の人間関係などか

ら不利益が生ずる可能性がある.

5)現在の参加割合l主， K営淡組合 100%，N1lf;・1兵組

合81.3%である.

6) 農業労働待問の増減J，r時路約負担の増加J，r!長
i答全体への効果j の水準については，集落営~組

織に既に参加している淡家主f裁を対象としている

ため，現状の水準に士、Iする評価な計測できるよう，

「変化なしJr変化あり(現状と何等)Jの2水準を
設定した

7) 調資対象とした 2 つの営淡総合は，袋詰喜営~J:組織

への参加のな忠、決定に関わる要阪である組織参加

による影響が向ーであったため，分析結果なまと

め， 土と絞を行った

8)文献 [3Jを参照

9) 集務部における内生的な特伎の差異によって， ，*;1喜

Fdlでi:22誌のxj:思決定要因に差異が生じていると考え

られる しかし， ~長務部の特性と段家の怒思決定姿

閣とのj習の関係官明らかにするためには，サンフ。ノレ

数を域やす必姿があり，今後の~!Jmである
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